
議員提出第１３号議案 

 

   より良い介護サービスを提供できる介護報酬改定を求める意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１３条第１項の規定により提

出する。 

  平成２９年１２月２２日 

         提 出 者 

足立区議会議員  白  石  正  輝 

同        高  山  のぶゆき 

同        いいくら  昭  二 

同        浅  子  け い 子 

同        西 の 原  え み 子 

同        岡  安  た か し 

同        か ね だ   正 

同        長 谷 川  た か こ 

 

足立区議会議長  かねだ   正  様 

 

（提案理由） 

 国会及び政府に対し、より良い介護サービスを提供できる介護報酬改

定を求めるため、本案を提出する。 

 



より良い介護サービスを提供できる介護報酬改定を求める意見書 

 

平成２７年４月の介護報酬改定はマイナス２．２７％と厳しい改定と

なったため、多くの介護事業所の経営に影響を与え、介護人材の確保が

困難な状況が続いている。 

こうした中、平成３０年４月の介護報酬改定が前回に引き続きマイナ

ス改定となれば、現在も厳しい運営をしている介護事業所への影響はさ

らに深刻なものとなり、介護人材の定着・確保ができず、サービスの低

下が予想される。介護事業者の事業の縮小や廃止などにより、介護を受

けたくても受けられない利用者、いわゆる介護難民を生むことは決して

あってはならない。 

そのためには、介護事業所が安定して事業を継続し、利用者に安心安

全な介護サービスを提供し、介護従事者の労働環境の改善を可能とする

介護報酬のプラス改定が必要である。 

よって、足立区議会は国会及び政府に対し、平成３０年４月の介護報

酬改定が、介護事業所の安定した経営と介護人材の確保に配慮した改定

となり、利用者により良い介護サービスを提供できるよう強く求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成  年  月  日 

                  議  長  名 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣  あ て 

財務大臣 

厚生労働大臣 


